
１．校歌の概略

１）歌は１番から３番までとする。（現在の３校と同じ）

１番は、地域の自然（高の峰）、明るく、元気でなかよく学ぶ様子を表現する。

２番は、地域の自然（吉井川）、友達と協力し、互いに伸びゆく様子を表現する。

３番は、我が町の歴史と文化を受け継ぎ、未来へ向けて成長する様子を表現する。

２）長さは、現在の３校と同じとし、７音・５音のリズムを用いる。

３）１番から３番まで言葉の数を揃える。（ゆうじょうは４文字で数える）

①　あさひにはえる　こうのみね　　　　　みどりゆたかな　やまなみに

②　よしいのながれ　きよらかに　　　　　かわもにひかり　かがやいて

③　れきしとぶんか　うけついで　　　　　うつくしくさく　このまちで

①　げんきいっぱい　こころをみがき　　　みんななかよく　まなびあう

②　つよいきずなと　ゆうじょうそだて　　ちからをあわせ　はげみあう

③　あかるいみらい　きぼうをむねに　　　おおきなゆめを　かたりあう

①　えがおあふれる　やなはらがくえん

②　ともにのびゆく　やなはらがくえん

③　あすへはばたく　やなはらがくえん
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２．歌詞について

１）校歌歌詞の言葉・フレーズ候補から使用した言葉

明るい・朝日・美しく咲く・笑顔・輝き・語り合う・希望・元気・高の峰・心

力を合わせ・強く・友・共に・仲良く・学びあう・緑・未来・夢・吉井川・歴史

※　一回使った言葉は２回使わない。（柵原学園は除く）

２）校歌歌詞の言葉・フレーズ候補から使用しなかった言葉

双和の山・・・現在地がわからず特定できなかった

楽しい・・・・全体的な雰囲気で表現した

勇気・・・・・フレーズが入れにくかった

理想・・・・・フレーズが入れにくかった

若人・・・・・小学校１年生にはどうだろうか

我ら・・・・・小学校１年生にはどうだろうか

３）現在の３校と同じ場合、言い換えたフレーズ

朝日に光る　高の峰（柵原西小）　→　朝日に映える　高の峰

吉井の川の　清流に（柵原中）　　→　吉井の流れ　清らかに

３．作曲の方向性と留意事項

１）覚えやすく、歌いやすいメロディにする。

２）長さは、８小節＋８小節＋４小節の２０小節とする。（現在の３校と同じ）

３）音程は、低いドから高いレまでとする。ヘ長調とする。

４）曲の雰囲気は、現在の３校とは違った曲想とする。（新しい学校をイメージ）

５）言葉数だけでなく、言葉のアクセント、文章のイントネーションにも気をつける。

※　「やなはら」のアクセント

や な

① な は ら ② や は ら

（「や」が高くｱｸｾﾝﾄ） （「な」が高くｱｸｾﾝﾄ）

な は

③ や ら ④ や な は ら

（「な・は」が高くｱｸｾﾝﾄ） （平滑）

４．今後の予定

１）歌詞の提案、検討、決定

２）歌詞に合わせて作曲、検討、決定、校歌完成

３）楽譜（歌の楽譜、伴奏譜、吹奏楽用編曲）の作成

４）歌唱、ピアノ伴奏、吹奏楽の録音、ＣＤ等の製作
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